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■宝木台地の開拓　江戸時代の初め、田川の西
側にある宝木台地は、水持ちが悪い地質のため稲
作に適さない土地でした。宇都宮藩は、この台地を、
江戸の町人加藤四

し

郎
ろ

兵
べ

衛
え

ら４人に請け負わせ、開
拓させました。しかし、水利が悪かったため、次第
にこの新田は荒廃してしまいます。
■二宮尊徳による通水事業　文政8年（1825年）、

宇都宮藩は、荒廃した新
田へ田川から通水すること
を計画しますが、この取り
組みは失敗に終わり、藩は
真岡代官所を通じ、二宮

尊徳に通水工事を依頼します。嘉
か

永
えい

5年（1852年）、
尊徳は2回の現地検分を行い、工事に着手し、石
那田堰

せき

を設け、徳次郎村の田まで水を通すことがで
きましたが、その南に位置する西原新田までは及び
ませんでした。そこで、仁良塚の名主らが中心となっ

て資金を集め、徳次郎用水の取水口からの開削工
事が始まりますが、工事監督者である尊徳が途中
で死去し、いったん工事は取りやめとなります。そ
の後、尊徳の弟子の吉

き

良
ら

八郎が後を継ぎ、安政6
年（1859年）に「宝木用水」は完成します。こ
うした長年に渡る地域の人々の努力により、宝木台
地の多くの田が潤い、豊かな田園の地が生まれた
のです。
■新川の誕生　また明治時代には、宝木用水から
分水して江曽島まで流れる用水が完成し、「新川」
と名付けられました。この人工の
川は、現在でも農業用として一部
使われている他、雨水を処理する
排水路など、市民に身近な川とし
て流れ続け、春には桜の名所とし
て市民に親しまれています。
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近
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。
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